
　
早
い
も
の
で
議
員
に
な
り
１

期
４
年
が
昨
日
の
よ
う
に
過
ぎ

よ
う
と
し
、
あ
と
半
年
を
残
す

の
み
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
・

行
政
と
何
も
分
か
ら
ぬ
ま
ま
、

勉
強
の
毎
日
で
し
た
。
無
所
属

と
し
て
半
年
以
上
を
過
ご
し
、

研
修
や
八
ツ
場
ダ
ム
視
察
等
を

行
い
議
会
や
議
員
と
し
て
の
流

れ
を
考
え
、
７
カ
月
が
過
ぎ
た

と
こ
ろ
で
会
派
で
あ
る
至
誠
会

に
入
会
。
こ
れ
ま
で
の
３
年
間

で
様
々
な
勉
強
会
と
研
修
・
視

察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
県
庁

◎
教
育
福
祉
環
境

　
常
任
委
員
会

○
平
成
25
年
3
月
7
日

　
３
月
定
例
会
で
付
託
案
件
と

な
っ
た
箱
根
町
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

○
平
成
25
年
４
月
17
日

　
岩
手
県
洋
野
町
の
漁
網
の
受

入
れ
が
検
討
さ
れ
て
い
る
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
現
地
で
説
明
を

受
け
た
後
、
環
境
セ
ン
タ
ー
会

議
室
に
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

や
国
会
へ
の
表
敬
訪
問
と
九
州

へ
の
地
熱
発
電
所
の
視
察
や
四

国
高
知
へ
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
勉

強
と
視
察
交
流
等
、
意
義
有
る

３
年
間
と
な
り
ま
し
た
。
県
西

勉
強
会
参
加
で
は
、
金
時
林
道

（
南
箱
線
）
も
工
事
決
定
さ
れ
、

県
道
731
号
線
と
し
て
早
い
時
期

通
行
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
渋

滞
緩
和
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
こ
の
様
な
中
で
広
報
委
員
会

に
所
属
し
議
会
だ
よ
り
の
作
成
、

内
容
の
検
討
な
ど
に
携
わ
り
、

構
成
や
文
章
の
ま
と
め
方
の
難

し
さ
を
実
感
し
良
い
勉
強
を
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
議
会
だ
よ
り
が
多
く

の
人
に
読
ん
で
頂
け
る
よ
う
、

ま
だ
ま
だ
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
広
報
委
員

の
一
人
と
し
て
、
任
期
を
最
後

ま
で
頑
張
り
ま
す
。

（
遠
藤
　
記
）

編 

集 

後 

記

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　委 

員 

長

　村
野
由
紀
子

　副
委
員
長

　稲
葉
親
太
郎

　委

　
　員

　石
川

　
　栄

　委

　
　員

　遠
藤

　秀
則

箱根町議会６月定例会は､
６月14日㈮から開催する予定です｡
　日程が変更されることもありますので、詳
しくは、議会事務局(85－9570)へ確認してく
ださい。

岡
山
県
議
会

○
平
成
25
年
２
月
13
日

視
察
者
　
議
員
12
名

目
　
的
　
環
境
先
進
観
光
地
・

Ｅ
Ｖ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て

群
馬
県
下
仁
田
町
議
会

○
平
成
25
年
２
月
19
日

視
察
者
　
特
別
委
員
会
10
名

目
　
的
　
子
育
て
支
援
環
境
及

び
助
成
事
業
に
つ
い
て

佐
賀
県
伊
万
里
市
議
会

○
平
成
25
年
４
月
17
日

視
察
者
　
議
員
１
名

目
　
的
　
公
共
施
設
に
お
け
る

電
灯
の
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

佐
賀
県
武
雄
市
議
会

○
平
成
25
年
５
月
13
日

視
察
者
　
常
任
委
員
会
６
名

目
　
的
　
ご
み
減
量
化
・
再
利

用
推
進
事
業

電
気
自
動
車
普
及
促
進
事
業

視

　察

　来

　町

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
細
か
い
手
直
し
を
経

て
３
月
定
例
会
に
上
程
し
た
箱

根
町
議
会
基
本
条
例
が
全
会
一

致
で
可
決
し
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
を
一
問
一
答
方
式
に

変
更
す
る
な
ど
既
に
改
革
は
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し

て
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
活
動

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
今
後

も
、
議
会
改
革
へ
の
調
査
研
究

を
行
い
、
情
勢
に
併
せ
そ
の
都

度
条
例
を
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

箱
根
町
議
会
基
本
条
例
制
定
!!

議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

議
会
諸
活
動

　
議
員
定
数
に
関
し
て
は
、
４

年
ご
と
の
議
会
議
員
選
挙
の
前

に
毎
回
議
論
を
重
ね
、
議
員
の

定
数
を
徐
々
に
削
減
し
て
き
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
も

議
会
改
革
を
進
め
る
中
で
、
議

員
定
数
に
つ
い
て
議
論
を
始
め

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
自

治
会
連
絡
協
議
会
か
ら
も
議
員

定
数
削
減
の
要
望
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
議
員
自
ら
行
財
政
改

革
へ
の
範
を
示
し
、
改
革
を
促

す
た
め
、
議
員
定
数
を
次
回
の

議
会
議
員
選
挙
か
ら
１
名
減
の

14
名
と
し
ま
し
た
。

2020年オリンピック競技大会及び
パラリンピック競技大会東京招致に関する意見書 

　オリンピック競技大会及びパラリンピック競技大会は、
ほぼ全世界の国と地域から選手団が参加する最大規模の競
技大会である。我が国ではこれまで1964年の夏季東京大会
をはじめ、札幌、長野の冬季大会を合わせ、3回のオリン
ピック競技大会及びパラリンピック競技大会を開催し、い
ずれも世界中の人々に多くの感動と喜びを与え、我が国の
存在感を示してきた。なにより、オリンピックでの日本人
選手の活躍は、国民に夢と希望を与え続けてきた。
　一昨年に発生した東日本大震災は、我が国は甚大な被害
を受け、全ての国民の心に深い傷を残した。世界から様々
な支援を受け、復旧、復興へ向け全力で取り組んでいた昨
年に開催されたロンドンオリンピックにおいて、限界に挑
み、そして、悩み迷い、それでもひたすら純粋に前に向か
って進み続ける日本人選手たちの姿は、東日本大震災の復
興へ向けて歩む人々にとって、とても大きな力となったは
ずである。 
　そして今、再び東京都は、2020年夏季オリンピック競技
大会及びパラリンピック競技大会を開催することを目指し
ている。我が国を舞台に、世界のトップアスリートが技と
力を競い合う姿は、未来を担う子どもたちに新たな感動を
与え、青少年の健やかな成長を促すことと考えられる。
　さらに、この大会には、世界各国から選手、関係者をは
じめ多数の外国人が来訪するため、国際交流の促進や経済
効果が期待されるとともに、震災からの復興をなし遂げた
日本の姿を全世界の人々に示し、世界中から寄せられた支
援に対する感謝の気持ちをあらわす好機となる。また、当
町としても、国際観光地として、多くの外国人観光客へお
もてなしの心を伝える意義の深い機会となる。
　よって、箱根町議会は、2020年に開催される第32回オリ
ンピック競技大会及び第16回パラリンピック競技大会の東
京招致をここに強く求めるものである。 
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

平成25年3月18日　　箱根町議会議長 　折 橋 尚 道

議会だより　はこね第172号 平成25年5月　（8）


